
1
0
月
山
行

月
山
行

月
山
行

月
山
行
廻
目
平

廻
目
平

廻
目
平

廻
目
平
キ
ャ
ン
プ

キ
ャ
ン
プ

キ
ャ
ン
プ

キ
ャ
ン
プ
＆ ＆＆＆
金
峰
山

金
峰
山

金
峰
山

金
峰
山

錦
秋
燃
え
る
廻
目
平
で
キ
ャ
ン
プ
。
暮
れ
ゆ
く
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
秋
の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
つ
。
翌
日
は
ノ
ン
ビ
リ
と
奥
秩
父
の
盟
主
金
峰
山
に
登
り
ま
す
。

今
回
は
金
峰
山
荘
の
ご
厚
意
で
、
川
端
下
バ
ス
停
ま
で
の
送
迎
が
あ
り
ま
す
の
で
、
キ
ャ
ン
プ
用
具
を
詰
め
込
ん
だ
荷
物
を
担
い
で
歩
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

金
峰
山
へ
は
必
要
最
小
限
の
荷
物
で
登
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

1
0
月
1
7
・
1
8
日
（
土
・
日
）

◇
行
先

長
野
県
川
上
村
・
廻
目
平
キ
ャ
ン
プ
場

長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村
大
字
川
端
下
5
4
6
-
2

T
E
L
.0
2
6
7
-
9
9
-
24
2
8

◇
宿
泊

テ
ン
ト
又
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
（
当
日
の
天
候
次
第
で
決
定
）

◇
行
動
予
定

第
1
日

新
宿
発
8
：
0
0
（
ス
ー
パ
ー
あ
ず
さ
6
号
）
→
9
：
5
3
着
小
淵
沢
9
：
5
7
発
→
信
濃

川
上
着
1
0
：
3
8
→
バ
ス
・
川
端
下
着
1
1
：
2
0

川
端
下
か
ら
金
峰
山
荘
の
送
迎
バ
ス
で
廻
目
平
キ
ャ
ン
プ
場
へ

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
散
策
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

2
1
：
0
0
消
灯
、
就
寝

◇
申
込
締
切

9
月
の
集
会
日
（
9
月
2
4
日
）

◇
山
行
係
り

山
本

長
野
県
山
岳
ガ
イ
ド
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

第
2
日
（
金
峰
山
登
山
）

廻
目
平
→
切
り
通
し
岩
→
瑞
牆
山
分
岐
→
金
峰
山
小
屋
→
金
峰
山
→
廻

目
平
（
6
時
出
発
休
憩
を
含
ん
で
歩
行
時
間
7
時
間
標
高
差
9
8
5
ｍ
）

下
山
後
テ
ン
ト
撤
収

入
浴
後
金
峰
山
荘
の
車
で
川
端
下
バ
ス
停
へ
（
1
4
：
0
0
発
）

川
端
下
1
4
：
2
5
発
→
信
濃
川
上
1
5
：
0
5
着

1
5
：
1
5
発
→
小
淵
沢

1
5
：
5
6
着
1
6
：
0
5
発
→
新
宿
1
8
：
0
6
着

（
信
濃
川
上
→
小
諸
行
は
信
濃
川
上
発
1
5
：
5
1
）

◇
所
持
品

シ
ュ
ラ
フ
他
テ
ン
ト
泊
用
具
一
式

但
し
、
テ
ン
ト
、
共
同
炊
事
道
具
は
必
要
な
し
（
現
地
レ
ン
タ
ル
）

※
シ
ュ
ラ
フ
の
貸
出
も
有
り
（
有
料
）

１
日
目
と
2
日
目
の
昼
食
は
各
自
持
参

（
現
地
で
パ
ン
・
カ
ッ
プ
麺
等
の
調
達
可
能
）

◇
費
用

会
費

宿
泊
代
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
代
と
し
て
3
5
0
0
円

交
通
費

新
宿
⇔
信
濃
川
上

1
2
3
6
0
円
（
特
急
料
金
含
む
）

※
あ
ず
さ
回
数
券
利
用
す
る
と
8
8
0
0
円
前
後
に
な
り
ま
す

信
濃
川
上
⇔
川
端
下

1
1
6
0
円
（
バ
ス
代
）

風
呂
代

4
0
0
円

ビ
ー
ル

レ
ギ
ュ
ラ
ー
缶
3
0
0
円
、
ロ
ン
グ
缶
4
0
0
円

第
3
の
ビ
ー
ル
ロ
ン
グ
缶
3
0
0
円


